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WELFARE  INFORMATION

社協会費にご協力をお願いします
☆「社会福祉協議会（社協）」とは？
　地域で起こるさまざまな福祉課題を地域全体の課題としてとらえ、みなさまと一緒に考え、話し合い、保健・医療・福
祉等の関係者、行政機関の協力も得て解決を図ることを目的とした民間の福祉団体です。
　また、社会福祉法に定められた団体で、公益性の高い活動を行っています。

　社協の活動にご賛同いただける場合には、ぜひ会
員としてご協力をお願いいたします。
＊普通会員：300円以上1,000円未満　
（300円未満は協力費として受領させていただきます。）
＊賛助会員：1,000円以上
＊施設会員：2,000円
＊団体会員：2,000円 
＊法人会員：一口3,000円

・ご協力は強制ではありませんが、本会の地域福祉活動にご理解を賜り、ご協力をお願いします。
・ご協力いただいた会費は、所得税法第78条の寄附金控除の対象となり、「個人領収書」により、
税制上の優遇措置が受けられます（詳細は国税庁等にご確認ください）。
・個人領収書をご希望の方は、事前に総務課までお問い合わせください。　総務課 ３４－１１３１
・普通会員、賛助会員世帯が火災等により被災された場合には、会員見舞金を加算します。

○みなさまから寄せられた会費の主な使い道
＊自治区や地区コミュニティ会議など地域福祉活動への助成
＊「とよた市民福祉大学」の開講・運営
＊地域ふれあいサロンの支援
＊結婚相談・法律相談等の各種相談事業
＊市内のボランティア活動を推進するボランティアセンター活動事業
＊障がいを理解するための実践教室の開催
＊車いす・福祉車両の貸出　等

○会員区分や金額について

☆社協を支えている財源
　公的財源：豊田市、県社協等からの委託料・補助金
　民間財源：みなさまから寄せられた会費・寄付金・共同募金配分金、在宅介護サービス収入

とよた

貸出用の車いす

次回は、奉仕活動の様子をご紹介します。

　小学校や自治区等で団員がストッキングを使ったケガの応急処置や毛布を
使ったガウンの作り方、新聞紙を使ったスリッパの作り方等を紹介します。

○ 防災講座ってどんなことをしているの？○ 防災講座ってどんなことをしているの？

　社協総務課（34－1131）にご連絡いただくか、豊田市生涯学習出前講座「お母
さんから学ぶ防災知識」に登録していますので、そちらを通じてお申込みください。

○ 防災講座を受けたい場合はどうしたらいいの？○ 防災講座を受けたい場合はどうしたらいいの？

結成５０周年を迎える「豊田市赤十字奉仕団」の活動を紹介します結成５０周年を迎える「豊田市赤十字奉仕団」の活動を紹介します
今回は、防災講座をご紹介します。

毛布を使ったガウン作りの様子

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも



　豊田市社会福祉協議会は「地域福祉の推進団体」として「住民主体」の原則を基に、「共に支え合い、助け合える
まちづくり」を、住民のみなさまとともに進めます。

◆地域福祉活動計画の実践・推進
　　平成26年度に策定した「地域福祉活動計画」の
実践３年目を迎え、関係機関との連携を強化して
推進に取り組みます。

◆高岡地区に「地域福祉コーディネーター」を配置
　　高岡コミュニティセンター内に職員を配置して、
「個別支援」「助け合いのできる地域づくり」の実
現に向け取り組みます。（７月予定）

地域福祉の推進（1億6,391万円）

◆生活相談支援の充実
　　世帯が抱える複合課題を受け止め必要な相談
支援を行うため、相談支援課を新たに設置し、「個
別支援」と「助け合いのできる地域づくり」を一体
的に進めます。
　　また、課内に成年後見支援センターを開設し、
判断能力が十分でない人の権利を擁護し、成年後
見制度の利用支援および必要な人への法人後見を
行います。
◆障がい者の地域生活支援の充実
　　障がいのある方が、地域の中で、自立した日常
生活や社会生活を営むことができるよう、福祉
サービス利用に関する相談や調整を行います。
◆地域包括支援センター
　　生活支援コーディネーターを配置し生活支援体
制の推進を図るとともに、多様な関係主体間の定
期的な情報共有及び連携・協働による取組のため
の協議体を設置し
ます。また、認知
症に関する本人及
び家族等への支
援の充実・強化を
図ります。

相談・支援体制の充実（3億3,399万円）

◆従来からの事業の拡充と推進
　　新規事業のみならず、従来から行っている事業内容について更なる充実を図ります。
　　○地域福祉活動実践セミナーの開催
　　○地域ふれあいサロンの支援
　　○ボランティア体験隊　　　　　　　　等

◆災害ボランティアコーディネーター養成講座の開催、コミュニティ会議福祉部会等への支援　等

平成29年度　事業計画及び収支予算の概要平成29年度　事業計画及び収支予算の概要

①とよた市民福祉大学（第２期）の開催
　　今年度は、昨年度同様「福祉入門コース」で地
域を支える担い手の養成と、新たに「家庭介護コ
ース」を開設し、家庭や地域での介護の担い手
の養成を行います。

③学校教員向け福祉教育情報交換会
　　市内のブロック単位での福祉教育担当教員
の情報交換会を実施し、学校での「ともに生き
る」学習を支援します。

②障がいを理解するための実践教室
　　自治区・コミュニティ
会議福祉部会・企業な
ど社会人向けに、障が
いがある方と交流をし、
互いに認め合い支え
合う事を学ぶ取組を進
めます。 「発達障がいを理解する教室」の様子

「住民福祉教育の推進」に関する事業
についてお知らせします

地域福祉課の重点事業！！

災害ボランティアコーディネーター養成講座

地域福祉活動実践セミナー

２ 平成29年7月



◆生活相談支援の充実
　　世帯が抱える複合課題を受け止め必要な相談
支援を行うため、相談支援課を新たに設置し、「個
別支援」と「助け合いのできる地域づくり」を一体
的に進めます。
　　また、課内に成年後見支援センターを開設し、
判断能力が十分でない人の権利を擁護し、成年後
見制度の利用支援および必要な人への法人後見を
行います。
◆障がい者の地域生活支援の充実
　　障がいのある方が、地域の中で、自立した日常
生活や社会生活を営むことができるよう、福祉
サービス利用に関する相談や調整を行います。
◆地域包括支援センター
　　生活支援コーディネーターを配置し生活支援体
制の推進を図るとともに、多様な関係主体間の定
期的な情報共有及び連携・協働による取組のため
の協議体を設置し
ます。また、認知
症に関する本人及
び家族等への支
援の充実・強化を
図ります。

収支予算　総額19億3,003万円 ※内部の資金移動分を除く

[単位未満は端数調整を行っています]

◆基幹包括支援センター
　　認知症初期集中支援チームを新たに立ち上げ、認知症が疑われる人や認知症の人及びその家族に対して、必要
な医療や介護の導入・調整や、家族支援等の初期の支援を包括的、集中的に行い自立生活の支援に取り組みます。

◆一般相談窓口の充実（心配ごと相談、法律相談、結婚相談）
　　市民ニーズに沿った多種多様な相談支援を行うことで、総合相談窓口としての確立に向け取り組みます。

収 入
19億3,003万円

支 出
19億3,003万円

受託金収入
37.98%
7億3,312万円

介護保険事業の運営
32.63%
6億2,979万円

施設の管理運営
20.94%
4億406万円

在宅福祉の推進
17.61%
3億3,989万円

障害福祉サービス等
事業等の運営
10.99%
2億1,206万円

法人運営事業
8.51%
1億6,428万円

地域福祉の推進
8.49%
1億6,391万円

福祉資金貸付事業
0.83%
1,604万円

介護保険事業収入
33.16%
6億3,991万円

障害福祉サービス等
事業収入
9.58%
1億8,484万円

雑収入
9.58%
1億8,481万円

経常経費補助金収入
5.19%
1億020万円

その他
2.02%
3,893万円

会費収入
1.40%
2,705万円

負担金収入
0.50%
970万円

事業収入
0.31%
596万円

寄附金収入
0.18%
351万円
貸付事業収入
0.10%
200万円

指定管理の充実（4億406万円）
◆指定管理施設
　　豊田市福祉センターや障がい者総合福祉会館をはじめ、本会の各支所を拠点に総合
的にサービスの提供を行います。

各種サービス等の問い合わせ先に関しては、最終ページに記載してあります。

◆安定した質の高い介護サービスの提供
◆障がい者の就労にかかる訓練や特別支援学校と連携した体験実習の実施
◆介護保険・障害者総合支援法等の事業
　　居宅介護支援事業、訪問介護事業、通所介護事業、障がい者（児）居宅介護等事業、
生活介護・地域生活支援デイ等、各種サービスの提供を行います。

在宅福祉サービスの充実（8億6,379万円）

　本会の事業を広く周知することで、会員会費、共同募金、寄付金等の財源確保に努めます。また、法人が保有す
る余裕財産（活用可能な財産）を、既存事業の充実や新たな取組に有効活用します。

経営基盤の強化（1億6,428万円）

３平成29年7月



成年後見制度とは？
　認知症、知的障がい、精神障がいなどのために、自分自身で十分な判断をすることが出来ない方々が、契約行為や財産
の管理などをするときに不利益が生じることの無いよう、ご本人を保護し支援する人（成年後見人等）を設ける制度です。
どういったときにセンターへ相談したらいいの？
＊認知症等が進み金銭管理や財産管理ができなくなった
＊判断能力のおとろえ等により、高額な商品を購入させられる等悪徳商法の被害にあっている
＊親が亡くなり、遺産相続をしなければならないが子に重い障がいがあり手続きできない

こんな時はお気軽にご相談下さい。
本人・家族や関係機関等からの電話、来所相
談はもちろん、ご自宅や施設等まで訪問して
の相談にも応じます。

７月１日に豊田市成年後見支援センターが開設します７月１日に豊田市成年後見支援センターが開設します

(平成29年3月1日～4月30日までの寄付者一覧) 順不同、敬称略。
※この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。
≪市社会福祉協議会への寄付≫
梅田康司、簗瀬国男、法雲寺、法雲寺除夜の鐘、豊田柴田工業松田一雄、芙蓉の会、岡本修司、ユニー“小さな善意
で大きな愛の輪”運動 アピタ元町店、豊田市高年大学生活健康学科15期卒業生有志、豊田市高年大学10 期生匿
名、とくの屋豊田若林店、暖香豊田若林店、キティ＆マーシーズフリマ、フリーマーケットの紙ふうせん、崇化館交流
館「募金カフェ」、おひさま、豊田市高年大学文化工芸学科十五期生一同、井郷交流館講座ふらっといさと春のお花
見コンサート募金カフェ、青木自治区花見の会、布遊の会、香西洋子、豊田モラロジー事務所、中村和江
≪交通遺児・生活困窮者への寄付≫
加藤精一、ＴＳＮ会、今井敏晴、ハンドメイド雑貨のe-マルシェ、丸和電子化学黄レンジャーサークル

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました

掲載名及び送金先は、寄付者の意向に準拠しています。
(平成29年3月1日～4月30日までの本会窓口受付分) 順不同、敬称略。
≪東日本大震災義援金、熊本地震災害義援金、台風10号等大雨災害義援金、鳥取県中部地震災
害義援金、糸魚川市大規模火災義援金≫
ほんわか里山交流まつり実行委員会、ほんわか里山交流まつり募金箱、笑いヨガのんちゃん、太田武彦、女川サロン、
トヨタ自動車労働組合ＴＵＶ、小板洋子、豊田市ジュニアマーチングバンド、オフィス花咲、社協管理施設義援金箱、
下和会にこにこサロン、衣丘小学校父母教師会
※この他にも匿名で多くの義援金をいただきました。
【東日本大震災義援金・熊本地震災害義援金について】
日本赤十字社では平成30年3月31日まで募集しています。
詳しくは、日本赤十字社または社協総務課までお問い合わせください。

義援金へのご協力ありがとうございました義援金へのご協力ありがとうございました

＜豊田市社会福祉協議会連絡先一覧＞

●総務課（豊田市福祉センター）
●地域福祉課
●相談支援課
●地域福祉サービスセンター
●基幹包括支援センター
●豊寿園
●障がい者福祉会館

34－1131
31－1294
34－1132
32－4341
63－5279
27－2200
34－2940

●旭支所　　　
●足助支所
●稲武支所
●小原支所　　
●下山支所　　
●藤岡支所　　

68－3890
62－1857
82－2068
65－3350
90－4005
76－3606

豊田市成年後見支援センター
場 所　豊田市錦町1-1-1　福祉センター内
電 話　63-5566

日本赤十字社 愛知県支部 （052）971-1591
総務課 34-1131

４ 平成29年7月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。


